
様式１（高等学校）

【高等学校用】

令和４年度学校評価 結果・学校関係者評価

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○教科指導の充実 ○生徒による授業評価において「理解で
きる」「概ね理解できる」の割合を80％以
上にする。

・生徒の目標や実態に応じた授業計画
の実施
・授業研究や教職員相互の研修による
指導から学びの支援へのシフト A

・90％の生徒が、授業内容を理解できていると回答し
ている
・授業評価アンケートの結果を基に、担当者はそれぞ
れ改善の取組を行った。生徒主体の学びへの転換を
さらに進めていくため、今後も職員研修の充実を図る。

A

・教科指導においては、それぞれに進度計画に沿った
授業展開ができているようだが、今後は定着度アップ
を目標に、教え合いや学びあいなど友人相互の関係
性も一手段として取り組んでいくことも視野に入れてみ
てはどうか。また授業展開の工夫も研鑽し、主体性を
もった「学ぶ」環境づくりの更なる推進を期待する。

各学年主任
各教科主任
教務主任
進路指導主事

〇家庭学習の充実 〇各学年で設定した家庭学習時間等の
目標値の80%以上
○「ICT利活用による効果的な学習課題
の提供がなされている」と回答する生徒
80％以上

・年４回の家庭学習時間調査実施
・ＩＣＴ活用による効果的な学習課題の提
供

B

・家庭学習時間調査を２回実施した。生徒は考査前
に集中して学習する傾向があり、家庭学習の習慣化
に課題がある。
・90％以上の生徒が、ＩＣＴを活用した効果的な学習課
題の提供がなされていると回答している。感染症等
対応のオンライン授業も適切に実施した。

B

・家庭学習においても、やらされ感の強い学習では定
着度が薄く、自ら学ぶ姿勢へと転換させる必要を感じ
る。生徒と家庭が学ぶ事が社会的にも、様々な判断を
する際にも重要であるとの自覚をいかに育成するか。
その一手段としてICT機器の利活用がなされた時に大
きな飛躍的効果が出てくるのだと期待している。プレゼ
ン力を上げるためのシート作成などは社会に出てから
もかなり有効になると思う。

各学年主任
各教科主任
教務主任
進路指導主事

●生徒が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や
正義感、感動する心など、豊かな心を身
に付ける教育活動

○生徒会活動に「満足している」と回答
する生徒80％以上
○「問題行動を未然に防ぐ生徒指導が
行われている」と回答する教員80％以上

・生徒主体の生徒会活動の推進
・地域清掃等ボランティア活動の実施
・問題行動の予防と再発防止の取り組
み A

・感染症対策を講じながら、学校行事を実施し、80％以上の生徒
が生徒会活動に満足していると回答している。
・８０％%以上の教員が、問題行動を未然に防ぐ生徒指導が行わ
れていると回答している。また、９０％以上の生徒が、身だしなみ
等を自分で気を付けるようにしていると回答し、意識の高さが感じ
られる。

A

・自らが考えてどう実現させるのかという成功体験をさ
せることが、個々の自信と積極性に繋がっていく。そう
いう中から育まれる神高ブランドを大切にして欲しい。
プライドが身につけば自ずと問題行動もなくなるはず。
コロナ禍で大変な時期もあるが、様々な角度から取り
組んでほしい。
・駅清掃などの活動の継続を期待する。

各学年主任
生徒会主任
生徒指導主事
人権・同和教育担当者

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

〇「安心して過ごせる学校づくりができ
ている」と回答する生徒80％以上
○「いじめ防止について組織的対応が
できている」と回答する教員80％以上

・いじめの認知・覚知について迅速な対
応の徹底
・いじめ対応についての研修・会議の年
間３回以上実施 A

・事案に対しては、報告、連絡、相談の徹底と情報共有化
による組織的な対応に努めた。
・9０％以上の生徒と保護者が、安心して過ごせる学校づ
くりができていると回答している。また、90％以上の職員
が、いじめ防止に組織的に対応ができていると回答してい
る。

A

・いじめについては生徒や保護者からの意思表示がな
いとなかなか表面に出てこない問題であり、少しのこと
でも相談しやすい環境づくりを目指す必要がある。教
師と生徒の強い信頼関係と事案発生時の早期な対応
をこれからもお願いしたい。また、生徒同士のチェック
機能も効果的と考える。

管理職
生徒指導主事
教育相談主任

◎自らの夢や目標の実現に向けて努力
する気持ちを高める教育活動の推進

◎「将来の進路に向かって努力すること
ができている」と回答する生徒80％以上
〇「自己有用感、自己肯定感が高まっ
た」と回答する生徒80％以上

・職業講話、先輩からの講演会の実施
・総合的な探究の時間、ホームルーム
活動の充実

A

・90％以上の生徒が、将来の進路に向かって
努力することができていると回答している。
・80％以上の生徒が、自己有用感や自己肯
定感が高まったと回答している。 A

・生徒の目標設定がどの段階で固まりつつあるのかと
いうことも重要だが、幅広い職種選択の中から進路を
絞っていく指導も並行して大切な部分だと思う。何に興
味関心があるのかを早期に発見させるためにも多くの
体験の中から自ら特性を見抜く力も身に着けさせてほ
しい。
・アンケートでの保護者と生徒のギャップが気になる。
取組や成果をもっと発信して共有を図る。

各学年主任
教務主任
進路指導主事

●安全に関する資質・能力の育成 ●生徒の交通事故を０（ゼロ）にする
○「交通安全を心がけている」と回答す
る生徒90％以上

・交通安全講話や啓発活動
・登下校時等のマナー指導の充実

A

・接触事故が数件発生したが、おおむね安全確保
ができており、90％以上の生徒が、交通安全をい
つも心がけていると回答している。
・警察や保護者等との連携により、交通安全に対
する意識を更に高めていきたい。

A

・校舎が移転し随分と時間が経過したことで、生徒たち
も新たな通学路や危険箇所などもわかってきていると
ころではないか。駅の駐輪状況など気になる点があ
り、地元に愛される学校として根付かせるためにもマ
ナーなどは大切な項目であり、地道に粘り強くマナー
指導に取り組んでほしい。また神高ブランドを意識する
ことも自覚に繋がると思う。

生徒指導主事
各学年主任

○教育相談や特別支援教育の充実 ○「教育相談体制が整っている」と回答
する教員80％以上
○「必要な生徒に適切な支援が行われ
ている」と回答する教員80％以上

・教育相談に関する研修会の実施
・特別支援教育に関する研修会の実施
・ケース会議の開催、情報共有

A

・90％以上の教員が、教育相談の体制が整ってお
り、適正な支援が行われていると回答している。
・障害や困り感を持つ生徒に対しては、関係機関
との協力により、組織的な対応ができた。 A

・教育相談は、生徒自身にとって些細なことでも相談で
きる部署であることが望まれる。いじめのみならず、
LGBTなど生徒たちの悩みも複雑化、多様化している
時代になりつつある。先生方の研修も含めて、そのよう
なことを感じている生徒の発信をいち早くキャッチでき
る体制をお願いしたい。

教育相談担当
特別支援教育コーディネー
ター
各学年主任

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・学校閉庁日の設定
・定時退勤日の設定
・部活動休養日の設定
・出退勤システム活用による時間外勤務
管理

B

・職員の時間外在校等時間平均は34時間で
昨年度より減少したが、繁忙期に一部の職員
の負担が増える月があった。業務量の平準化
をさらに進める必要がある。 B

・年度初や年度末、また大きな学校行事を控えた時期
などは特に業務過多になる傾向があると思う。特に担
任業務を抱えていればなおさらのことも在り、繁忙期以
外の時期を利用した軽減なども考慮していいのではな
いだろうか。また繁忙部署のサポートや実情に合わせ
た部活動対応等の選択と集中が必要である。

管理職

○働きやすい職場環境づくりの推進 ○「職員間での連携が図られ、教育活
動がスムーズに進められている」と回答
する教員80％以上

・職員間でのコミュニケーションの充実、
課題の共有、協働意識の醸成
・来訪者に対する窓口対応、電話対応
の満足度の向上 B

・80％以上の教員が、職員間で連携が図られてお
り、教育活動がスムーズに進められていると回答
している。
・来訪者対応や電話対応のマナーは全職員で、更
にブラッシュアップを図る。

B

・日頃生徒を相手に接することが多い先生方にとって
は、時として上から目線で対応したりしがちになる。先
生方も生徒たちも同じ一人のいのちを持った人間とし
て、お互いに敬いの思いを持った対応こそ大切だと考
える。これは態度だけでなく、言葉の中にも活かされて
行く大切な部分だと思う。
・コミュニティスクール推進には地域との窓口対応や雰
囲気づくりが重要である。

管理職
各分掌・学年主任

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○希望進路に対応できる
確かな学力の育成

○学力の向上を支える各学年の状況に
応じたキャリア教育の実践

○年度末に、「年度当初に比べて将来
に対する目的意識が高まった」という生
徒80％以上

・進路講演会、大学ジョイントセミナーの
実施
・オープンキャンパスへの参加
・進路に関する情報の発信
・生徒及び保護者との面談の実施 B

・90％以上の生徒が、進路情報が十分に提供されてい
ると回答している。
・90％以上の生徒が、年度当初に比べて将来に対す
る目的意識が高まったと回答している。
・４年生大学への進学者数が年々増加しており、生徒
の実態に応じたセミナー等の実施を工夫する。

B

・進学意識は高まりつつあるようだが、何のために進
学をするのか、また、その過程の中で次のステップが
いかに重要な意味を持つのかをしっかり自ら見極め、
考えての進学指導をすることが生徒たちの生きる力を
身に着けさせることに繋がるのだと思う。進学実数も学
校として大切な魅力度には繋がるが、生徒目線でのサ
ポートもぜひお願いしたい。
・情報を生徒がどう活かしたか、説明会への参加状況
の分析も必要である。

進路指導主事
各学年主任

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

管理職
CS企画担当
各分掌・学年主任B

・80％以上の生徒が、年度当初に比べて地域の抱え
る課題や解決策についてよく考えるようになったと回
答している。
・90％以上の生徒が、探究学習を通して社会を見る
視点が身につき、ものの見方が深まった、また、対話
力や協調性が高まったと回答している。
・地域活動に積極的に参加し、地域イベントの成功に
貢献することができた。
・学校運営協議会を４回実施した。協議を通し、当校
が抱える課題がより明確になった。
・インスタグラムや12月の学校パンフレット発行等、広
報活動を工夫し、当校の魅力発信に努めた。

A

・学校が地域貢献に取り組もうとする姿勢は、高
く評価することができると思う。具体的な地域や
企業との協働事業も見え始めている。社会参加意
識の高揚は今後益々ニーズが高まると思われるの
で、今後の課題は、この取組みに生徒たちの積極
的な働きが加わること、またその取組を自らの言
葉で堂々と発表できるようにしていくことではな
いだろうか。先生方も授業を通し、使う教材や言
葉で理解度が左右されることは実感されているこ
とと思うので、生徒たちにもいかに言葉が大切な
のか、相手の表情を見て自分の意見が伝わってい
るのかを観ながら意見を述べる大切さも伝えてい
ただきたい。SNSやメールなど利便性の高いツー
ルが身近なところにある時代だからこそ、人工知
能でも対応できない心の部分を大切にして欲し
い。そして、これからの時代を強く生き抜く力を
身につけた神高中が多く巣立っていくようにサ
ポートをお願いしたい。

★地域社会に進んで貢献
できる技能の養成と学校の
魅力づくりの推進

★教科と総合的な探究の時間を連動さ
せた「KANKO学」の推進

○学校内外での活動への主体的参加を
支援することによる、社会で活躍したい
と考える生徒の育成

○学校情報の積極的な発信

○年度末に、「年度当初に比べて地域
の抱える課題や解決策についてよく考
えるようになった」という生徒80％以上

○「社会を見る視点が身についた、もの
の見方が深まった」と考える生徒70％以
上

○「総合的な探究の時間の活動によっ
て、対話力や協調性が高まった」と考え
る生徒70%以上

・学校運営協議会との協働によるフィー
ルドワーク、生徒企画の地域探究活動
の実施
・研究成果発表会の開催
・グランドデザインの改訂
・生徒が多様な役割を担い、活躍できる
学校行事の運営
・週一回のHP更新
・月一回の「学校だより」発行

学校名 佐賀県立神埼高等学校

主な担当者
重点取組

具体的取組
最終評価 学校関係者評価

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

１　前年度

　　評価結果の概要

・学校運営全般において、新型コロナウイルス感染症の影響により多くの制約がある中、保護者や地域とも連携しながら、生徒は落ち着いて学校生活を送ることができた。

・学校評価アンケートにおいては、各項目において概ね生徒と保護者の評価は高い。生徒たちが、学習活動や生徒会活動、部活動をとおして、夢や目標の実現に向かって進む雰囲気作りができている。次年はコミュニティ・スクール導入の初年度であり、組織

体制も固まり、地域とシームレスな新しい学校づくりが試される１年間となる。

・いじめ防止や特別支援教育をはじめとした安心して過ごせる学校づくりに関しては、全職員で協力しての取り組みができており、次年度も引き続き行っていく。

２　学校教育目標

５　総合評価・

　　次年度への展望

・どの評価項目についても概ね目標を達成することができた。落ち着いた教育環境の中で、生徒は学校生活を送ることができている。
・授業の理解度という点で、成果指標は達成したが、それが生徒の学力の伸長につながっているかどうか検証が必要である。従来の「教える」スタイルから「生徒が自ら学ぶ」スタイルへの転換を図りながら、生徒の希望進路に対応
した学力が育成できるよう、校内の研修体制を更に充実させ、教職員の指導力の向上に努めなければならない。
・新型コロナウイルス感染症の影響は依然としてあるものの、多くの行事等を、生徒の創意工夫と保護者や地域の協力・支援により実施することができ、大きな成果を得ることができた。また、いじめ防止や特別支援教育をはじめとし
た安心して過ごせる学校づくりに関しては、SCや外部機関との協力を得ながら、組織的な対応ができており、次年度も継続していかなければならない。
・教職員の働き方改革の推進については、達成が十分とは言い難い。人的資源が限られる中で、必要な部分に注力できるよう、保護者等の理解を得ながら、効率化を図る部分を更に見直していく必要がある。
・コミュニティスクール推進校として、学校運営協議会での協議を踏まえ、｢総合的な探究の時間｣を活用した地域連携と学校の魅力づくりを進めた。

主な担当者

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

●心の教育

●健康・体つくり

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

「至誠、尚学、進取」を基調とし、社会に開かれた学び「KANKO学」をとおして、課題を発見し解決する能力を高めることで、持続可能な社会の担い手となる人材を育成する。

３　本年度の重点目標

①希望進路に対応できる確かな学力の育成

②地域社会に進んで貢献できる技能の養成

③学校の魅力づくりの推進

重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価


